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Ⅰ．論文題目

日本における外国人女性の就業とライフコースに関する研究 
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第一章 日本における外国人女性の人口状況と地理分布   
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    第 2節 グローバル人材会社とデータベースの説明  
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  第 2節 中国から日本への留学状況 

  第 3節 アンケート調査からみた在日中国人高学歴女性労働者の就職状況とライフコース 

 

第四章 広島県における外国人女性の就業とライフコース 

  第 1節 広島県における在留外国人 

  第 2節 アンケート調査からみた外国人女性の就業 

  第 3節 アンケート調査からみた外国人女性のライフコース 

  第 4節 広島県における外国人女性の就業とライフコースとの関連 

 

終 章 研究成果と課題 

  第 1節 研究成果のまとめ 

  第 2節 今後の課題 
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Ⅲ．論文要旨 

序 章  本研究の背景・目的・意義・方法 

 本研究の目的は日本における外国人の就業とライフコースについて，ジェンダー的視点を取り入

れ，外国人女性の就業とライフコースに焦点を絞り，彼女らの海外就業の現状とライフコースに影

響を及ぼす要因について明らかにすることである。 

 世界経済のグローバリゼーションにより，社会的，文化的，経済的な方面において，ヒト・モノ・

カネと情報はより一層の国際的流動が生じている。日本も例外ではなく，国際的な労働力の流入が

進行しており，企業活動の多国籍化が進み，様々な業種において外国籍の雇用が増加している。1990

年代以降，日本の雇用システムが大きく変化し，多くの日本企業は年功序列の日本的雇用慣習を廃

止して欧米型の雇用システムを導入しつつあり，正規雇用を代替する形でパートタイム労働，派遣

労働のような非正規雇用を拡大させ，グローバリゼーションの中で外国人の雇用を柔軟に対応する

ようになってきた。そして，1970年代半ばから深刻化してきた少子高齢化による労働力の不足と，

人件費コストの高騰を背景に，外国人労働者は国際的労働力として，さらには日本の人口減少を補

うだけではなく長期的に在留する住民としてみなされるようになった。それに対応して，彼らに対

する移民政策と就業促進の各対策がとられてきた。このような雇用システムの変化や少子高齢化を

背景として，本研究は，日本における外国人労働者を対象として，在留外国人の就業とライフコー

スを考察し，ジェンダー的視点を取り入れ，外国人女性の就業とライフコースに焦点を絞り，彼女

らの海外就業にかかわる要素とライフコースに影響を及ぼす要因を明らかにする。国際的な労働力

移動の実態把握と要因の解明することは，グローバル化社会におけるキャリア形成の解明にもつな

がり，意義ある研究となると考えている。 

 研究の手順として，最初に労働力の国際化およびライフコースに関する既往の研究をレビュー

し，本研究の位置づけを明確化した。Kofman（2000）のヨーロッパにおける高度人材移民（skilled 

migration）に関する研究では，直接的な分析対象は男性であることが多く，高度人材の女性移民

を見落としたと指摘した。吉田（2006）によると，1970 年代に入ると，英語圏の女性研究者たちの

間から，従来の地理学研究が男性中心主義に偏ったものであるとする批判がされるとともに，空間

に刻まれた男女の非対称の権力関係，すなわちジェンダー関係をあぶり出す作業が地理学の分野に

おいて行われるようになった。従来の国際的労働力移動の既存研究では，ジェンダー的な視点が抜

け落ちている傾向があり，日本国内における在留外国人女性のライフコースに関するこの視点から

の研究は少ない。次に，ライフコースの概念を導入し，ライフコースの構成要素について検討した。

ライフコースは，人間行為力という個人水準の作用力，そして個人にとってメタ水準にある重要な

他者との共時性によって具現化される「重ねあわされる人生」という力，マクロ水準の「時空間上

の場所（年齢やコーホート）」による作用からなる。これらの三水準での相互作用の結果，役割移

行のタイミングとして具現化し，ある一定頻度で出現する複数の道筋を社会的なライフコース・パ

ターンとみなし，観察していくことができる。本研究では，国際的労働力である在留外国人女性を

対象として，彼女らの就業に焦点を当て，学歴や職歴などのキャリア形成の視点から，海外就職者

のライフコースを解明することを目的とする。 

 本研究の方法は次のとおりである。 

 総務省統計局の『国勢調査報告』と法務省入国管理局の『在留外国人統計』を利用し，在留外国

人の人口属性の特徴と地理的分布を考察した。地理的分布に関しては，国勢調査（小地域）のデー

タを加工して ArcGIS のソフトウェアを用いて作成した。そして，中国人高学歴女性労働者へのア

ンケート調査，広島県における在留外国人女性へのアンケート調査とインタビューを通じて，外国

人女性の就業とライフコースについて考察した。 
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第一章 日本における外国人女性の人口状況と地理分布 

 第一章では，日本における在留外国人の人口状況と地理的分布との関係について明らかにした。 

 日本における在留外国人の人口属性について，『国勢調査報告』と『在留外国人統計』の公的統

計データを利用して，国籍別・性別・都道府県別・在留資格別からみる人口属性の特徴を考察した。

また，大都市圏の東京都，大阪府と地方圏の広島県（広島市，福山市，東広島市）と比較しながら，

在留外国人の地理的分布について ArcGIS を用いて町丁単位でミクロな分析を試み，ジェンダー的

視点から性別に外国人集住地の形成要因を考察した。 

 各年の『国勢調査報告』と『在留外国人統計』の公的統計データを利用して，主要国籍（中国，

韓国，フィリピン，ブラジル，ベトナム，アメリカ合衆国，ペルー，タイ，インドネシア）の在留

外国人を国籍別・性別・都道府県別・在留資格別からみる人口属性の特徴について分析した。日本

の在留外国人は朝鮮半島出身のオールドカマーが多かったが，1980 年代半ば以降，多くの国々か

ら，特にアジア諸国から就労目的のニューカマーや留学目的の留学生などの流入が顕著になってお

り，在留外国人の国籍，社会階層あるいは在留目的が多様化してきたことを指摘できた。日本の「少

子高齢化」の深刻化に対して，在留外国人が増加し，特に生産年齢人口に該当する在留外国人が顕

著に増えていることを明らかにし，中長期的な在留外国人と在留期間が無制限である永住者などの

定住者を現地のローカルな住民として受け入れる重要性についても検討した。 

 地理的分布に関しては，大都市圏の東京都，大阪府と地方圏の広島県（広島市，福山市，東広島

市）と比較しながら，在留外国人の地理的分布をジェンダー的視点から考察した。作成した地理的

分布図から，外国人男性，外国人女性の居住状況及び性比の分布状況について市町村単位で考察し，

外国人の集住地区が形成された要因を明らかにした。東京都における在留外国人の特徴として，ニ

ューカマーの流入，特に就労目的の外国人の移住が顕著であり，欧米諸国からの在留外国人がほか

の道府県より多いことがあげられる。それに対して，大阪府は「特別永住者」のオールドカマーが

中心とする外国人集住地であるが，近年，就労目的のニューカマーと留学生だけではなく，外国人

集住地が通勤の便利な地区で拡大している傾向があると考えられる。また広島県においては，在留

外国人が大都市圏よりかなり少なく，転入と転出の傾向が日本全国の傾向より激しいと指摘でき

た。特徴としては，在留期間制限のない定住者が多いこと，広島県の中心部と瀬戸内海側の県境付

近の市町に集中していること，中小企業で就労しているブルーカラーの在留外国人が多いことの３

点を挙げることができた。 

 

第二章 日本における外国人の求人情報 

 第二章では，国際的な労働力の需要について解明するために人材会社が提供している外国人向け

の求人情報に焦点を当て，外国人の募集状況を明らかにした。 

 外国人の求職者の大部分は，人材会社のウェブ上に掲載されている求人情報を利用しているた

め，就労可能に該当する在留資格に関する統計データの分析と関連させながら，求人情報をデータ

ベース化した募集情報の特徴を考察した。労働需要のある職種と外国人を積極的に募集している業

種の分析から，大都市圏と地方圏の求人情報の地域差や，外国人労働者の地理的分布と求人会社の

地理的分布との関連性を明らかにした。 

 東京都，大阪府，広島県に位置する会社を対象として，会社の業種，職種，雇用形態や要求され

ている語学能力などについての分析，大都市圏と地方圏の求人情報の特徴の比較から，どのような

属性を持っている外国人が日本企業でより多く募集されているか，外国人を積極的に募集している

会社はどのような企業であるかを明らかにした。募集傾向としては，以下の３点を挙げることがで

きる。１点目は，東京都では欧米のニューカマーの増大が著しく，管理職や事務のようなホワイト

カラーの正社員の募集が多いことが挙げられる。２点目は，大阪府では，外国語講師の募集が多く，
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企業向けの英語トレーニングの契約社員を含め，ネイティブレベルの語学能力が要求されている傾

向があることである。３点目としては，広島県では全体数が少ないことに加え，主に工場などの製

造業に働いている外国人はブルーカラーの研修生が多いため，彼らの日本での就職には日本国内の

求人情報をあまり利用しないことが明らかとなった。 

 

第三章 日本における外国人女性の就職とライフコース 

 第三章では，外国人女性の就職とライフコースについて，外国人女性による日本企業への就職状

況を分析し，彼女らの日本での就業にかかわる要因とライフコースとの関連を考察した。 

最初に日本における留学生の在籍状況と進路状況について検討した。調査対象者を卒業後日本企

業に就業できた中国人高学歴女性労働者（生産年齢人口に該当する人）に絞り，アンケート調査に

よって，国際的労働力としての彼女らの就職とライフコースについて分析し，彼女たちのキャリア

形成について考察した。アンケート調査の集計結果から，対象者の個人属性（在留資格の内訳，年

齢階層，最終学歴，職業経歴，婚姻状況，語学能力など）及び職場状況（職務内容，就職先の業種

および所在地，月額報酬，現職の情報入手手法，就業年数など）を分析し，中国人留学生による日

本企業への就業状況として高学歴者による中国との取引のある企業への正規職への就業と，語学力

が日本での就業に大きく影響することが明らかになった。 

 日本では積極的に外国人留学生を受入れているため，彼／彼女らは日本で就職できる潜在的労働

力であると考えられる。そこで日本における留学生の在籍現状と進路状況について考察し，在日留

学生数の増加理由をライフコースの観点から検討した。中国人留学生は日本国内の留学生のなかで

最多であり，卒業後に日本企業に就職した中国人高学歴女性労働者（ただし生産年齢人口該当者）

を対象として，アンケート調査を実施し(調査時期：2013 年 8 月～9 月；配付:35 部,回収:25 部；

回収率：71.43％)，国際的労働力としての彼女らの就職とライフコースについて考察した。対象者

の個人属性及び職場状況から，彼女らが日本企業への就業状況及び日本での就業に関わる要因を明

らかにし，留学経験はキャリアアップのワンステップとしてどのように位置付くのか，日本におけ

る現職はどのような就業機会を彼女らに与えているのか，さらに彼女らはどのような職業キャリア

とライフコースを形成し，今後の就業の希望について分析した。対象者は比較的高度な人的資源を

有するクラスターと位置付けられ，在留資格は人文知識・国際業務・技術職などが代表的である。

職業は技術者や事務系職種などのホワイトカラーにより構成されている。職務内容は規制されては

いるが，比較的良好な労働条件が得られているという。考察した結果，在日中国人高学歴女性就業

者らは就職活動での競争力を高めるために，高学歴化を図って，中国から日本に進学してきた。彼

女たちは就職のために専門的知識を習得している。しかし，性別賃金格差が存在し，外国人就業者

に開かれていない日本労働市場においても，彼女たちの能力は高く評価されており，就職機会を得

ることが比較的に容易であり，日本は入国しやすく，就労しやすい場所であった。加えて，対象者

は伝統的な婚姻観念を保持しながらも，キャリア継続のために就業と婚姻の両立を求めたライフコ

ースを選択している。 

 

第四章 広島県における外国人女性の就業とライフコース 

 本章では，広島県における外国人女性の就業とライフコースについて考察し，地方圏の広島県に

おける外国人女性の就職プロセスを支えるメカニズムについて検討した。 

広島県に居住する外国人女性の人口属性の特徴及び就労可能な在留資格の内訳，外国人女性就業

者の就業状況及び日本で就業した経緯に関するアンケート及びインタビュー調査（調査時期：2015

年 10 月～11 月；調査対象者は中長期間の在留外国人女性就業者）から，対象者の個人属性，調査

時点で現職の状況，出身国から日本までの職業経歴を分析した。分析の結果，国際就労では学歴な
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どの教育的背景，語学能力と人的資本などが重要な要因であり，外国人女性の就職プロセスとその

後のキャリア形成を明らかにした。 

職業の種類別に外国人女性の就業についてみると，製造業や派遣会社に正社員として従事する対

象者の職務内容は，その企業の基幹的業務や通訳，人材マネジメントなどであり，雇用形態が比較

的安定した状態にある。一方，サービス業に属する対象者は，職業上は飲食，小売店などに従事し

ており，高い言語能力を有するが，人的資源と労働条件の面で相対的に劣ると考えられる。対象者

は，伝統的な婚姻観念を保持しながら，就業と婚姻の両立を求めているが，日本的職場文化や日本

語への関心の度合いは国籍や個人属性によって多様であった。 

 

終 章  研究成果と課題 

 各章の分析結果から，日本における外国人の就業とライフコースに関して三点が明らかとなっ

た。第一に，外国人労働者は既に長期的に在留する就業者として受け入れられており，多様な就業

形態がとられている。第二に，就労や留学資格を得た在留外国人は大都市圏での就業が顕著であり，

国際的な就労では学歴や語学能力，および人間関係が重要である。第三に，大都市圏と地方圏の求

人情報には地域差があり，在留外国人の地理的分布と関連性がある。加えて，外国人女性就業者は

伝統的な婚姻観念を保持しながらも，キャリアの継続を望んでいるため就業と婚姻の両立を求めて

いる。 

 今後の課題としては，欧米圏を含めた国際的労働力移動との国際的比較研究を行うことである。

今後は，ヨーロッパやアメリカ合衆国における国際的労働力移動の動向を把握し，統計分析とイン

タビュー調査の両面からマルチメソッド方式の研究手法をとり，アジアと欧米の国際的労働力移動

について比較研究を行う必要がある。 
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